
３．これまでの甲子園出場回数

4 回

9 回

0 回目

①

②

① 背番号： 23 番 選手名：

② 背番号： 32 番 選手名：

③ 背番号： 33 番 選手名：

④ 背番号： 36 番 選手名：

群馬県代表：前橋工業高校OB

高校1年生のころ早朝3時に集中ノックした事を今でも覚えています。

その仲間達とこうしてまた甲子園めざし野球ができて嬉しいです。

５．PLAYER’S PR

マスターズ甲子園への初出場を目指し、母校・現役選手・OB全員盛り上がってます。

若手選手とベテラン選手が一体となって望める唯一の大会に参加できる喜びを噛みしめ、この

試合で爆発させます。

１．チームスローガン

石原　瑞規

秋（マスターズ甲子園）

夏（選手権）

春（選抜）

蜂須賀　啓介

母校の象徴である黒とオレンジが映えるユニフォームを着用し、甲子園で校歌を歌う

ことが夢でした。その夢は叶わなかったものの再びこのユニフォームに袖を通しあの

頃の様に馬鹿になり、熱くなれることがうれしく思います。

須藤　幸生

33年前に県予選決勝戦で敗退し未練を残していましたが、また仲間と甲子園を目指

せて幸せです。

藤井　紳人

平成13年夏の甲子園に出場。当時2年生であった為、出場機会は無かったが1回戦は

福井商業に逆転勝ち、2回戦は智弁学園に敗退しましたが、先輩達と良い思い出が出

来ました。大人になった今でも甲子園でプレーできるチャンスがありますので、母校

を盛り上げるためにも出場できるよう全力で頑張りたいと思います。

４．TEAM TOPICS

前橋工業高校硬式野球部OBチーム発足7年目で初の関東大会出場。

高きを仰ぎ最善を尽くす

２．チーム紹介文



⑤ 背番号： 46 番 選手名：

⑥ 背番号： 47 番 選手名：

羽鳥　友博

世代は違っても、同じユニフォームを着て目指した甲子園。憧れの先輩達と、頼もし

い後輩たちで力を合わせてがんばります。

荒井　智

あと1勝で逃した甲子園を、またあの時の仲間と目指せるのが夢のようです。野球を

楽しみながら変わらぬ気持ちで頑張ります。


